
消
防
団
と
は

　
消
防
団
と
は
、
消
防
組
織
法
に

基
づ
い
て
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ

る
消
防
機
関
で
す
。
消
防
署
は
専

門
的
に
消
防
活
動
な
ど
を
行
う
常

勤
職
員
に
よ
る
機
関
で
あ
る
一
方
、

消
防
団
は
本
業
を
別
に
持
つ
一
般

の
住
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
消

防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。
地
域
の
実
情
を
把

握
し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
迅
速

に
現
場
へ
駆
け
付
け
、
地
域
の
防

災
を
支
え
て
い
ま
す
。

▶団員数比較表

▶西脇市消防団員数・条例定数の推移グラフ 

930

910

920

900

890

870

840

830

860

850

880

令和元年度

921 921

893 893 893 893 890914
907

875

866

850 853
840

条例定数 団員数

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

消
防
団
の
必
要
性

　 

消
防
団
は
、
火
災
や
台
風
、
大

雨
な
ど
の
災
害
が
起
き
た
と
き
、

地
域
で
い
ち
早
く
動
い
て
く
れ
る

身
近
な
存
在
で
す
。
地
域
に
根
差

し
た
消
防
団
だ
か
ら
こ
そ
、
状
況

に
応
じ
た
素
早
い
対
応
が
可
能
で

す
。
ま
た
、
平
時
は
訓
練
や
設
備

点
検
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
備
え

て
い
ま
す
。
大
き
な
災
害
が
増
え

て
い
る
近
年
に
お
い
て
、
被
害
が

広
範
囲
に
及
ぶ
場
合
、
消
防
署
や

行
政
の
力
だ
け
で
は
地
域
住
民
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知

る
消
防
団
の
存
在
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
は
仕
事
や
家

庭
を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
急
な
出
動
で
家
族
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

家
族
の
理
解
と
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
地
域
の
安
全
を
守

る
た
め
に
は
、
家
族
や
地
域
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、

安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
消
防
団
員
は
私
た
ち
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
り

　
　
続
け
る
た
め
に

　
そ
ん
な
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守

る
消
防
団
が
危
機
を
迎
え
て
い
ま

す
。
近
年
、
全
国
的
に
消
防
団
員

数
が
減
少
し
て
お
り
、
団
員
確
保

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
上
の
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
、
年
々
団
員
数
が
減
少
し
、

欠
員
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
消
防
団
員
数
の
減
少

が
続
く
と
、
火
災
発
生
時
の
迅
速

な
初
期
消
火
や
、
消
防
署
員
の
後

方
支
援
が
十
分
に
行
え
な
く
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
火

栓
や
消
防
機
材
の
点
検
、
地
域
行

事
の
支
援
と
い
っ
た
、
日
々
の
安

全
、
安
心
を
支
え
る
活
動
に
も
手

が
回
ら
な
く
な
り
、
ま
ち
の
防
災

力
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

日
常
の
中
で
地
域
を
守
る
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
団
員
が
減
る
こ

と
で
、
一
人
一
人
の
負
担
が
大
き

く
な
り
、
活
動
の
継
続
が
難
し
く

な
る
と
い
う
課
題
も
生
ま
れ
ま
す
。

地
域
の
安
全
を
こ
れ
か
ら
も
守
り

続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で

消
防
団
を
支
え
、
次
の
担
い
手
へ

つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（人）

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
安
全
、
安
心
を
支
え
続
け
て
い
る

消
防
団
。
本
市
で
は
現
在
、
消
防
団
の
団
員
数
減
少
と
い
う
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
十
分
な
活
動
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
存
在
と
役
割
を
改
め
て
知
り
、
消

防
団
の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
防
災
安
全
課
（
市
役
所
内
線
２
０
１
１
）

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

兵庫県

全国

R７年度R６年度

西脇市

R元年度

834,474 819,373 805,413 784,360 764,958 749,680 735,743

41,805 41,132 40,484 39,695 38,654 38,014 37,325

914 907 875 866 850 853 840

【　特　集　】

知
っ
て
ほ
し
い

　
消
防
団
の
い
ま

令和７年度
操法大会の様子

２広報にしわき　令和8年3月号広報にしわき　令和8年3月号３



なじむ近道は消防団
にあった

第７分団　黒田部　
森脇　浩章 さん

「パパ、かっこいい！」
その声が原動力

「ありがとう」を力に
少しでも役に立ちたい

　仕事が忙しく参加できるか
不安でしたが、団員の「無理
せんでいいよ」という一言に
背中を押され、入団を決めま
した。幼い子どもが３人いる
ため、入団後に妻と話し合い、
理解をしてもらいました。
　今では家族が操法大会へ応
援に来てくれます。消防服姿
の私を見て「かっこいい」と
はしゃぐ子どもたちの声が、
活動の原動力となっています。
今後も仕事と家庭を大切にし
ながら、地域に貢献していき
たいです。

第６分団　岡崎部
森川　元良 さん

第３分団　高田井部
中道　英 さん

▲子どもとサッカーを楽しむ森脇さん ▲家族だんらん中の森川さん ▲趣味のゴルフを楽しむ中道さん

　友人から誘われたことをき
っかけに入団しました。休日
の消防団活動が負担に感じる
こともありますが、活動を通
じて防災に関する知識や地元
への愛着は増えています。
　住宅火災が発生したとき、
何か役に立てることはないか
と考え動けるようになりまし
た。地域の方から「ありがと
う」「お疲れさん」と声を掛
けてもらえることが、やりが
いにつながっています。今後
も少しでも地域を支えられる
ように活動していきます。

　５年前に加西市から転入し、
「地域になじむ近道」と勧め
られ入団しました。消防団は
怖い印象でしたが、実際は地
域交流ができ、防災知識を得
られる良い場所だと実感しま
した。特にまちのことを深く
知れたこと、団員同士で仲良
くなり、地域ともつながりを
持てたことが大きな収穫です。
　地域行事での警備や交通誘
導は特に大変ですが、家族や
知人を守る責任で活動してい
ます。今後も可能な限り地域
貢献をしていきたいです。

消
防
団
の
活
動
紹
介

　消防団って大変そう、どんな感じなんだろう――。消防団に関心が
あっても不安な方は多いのではないでしょうか。
　今回、３人の消防団員に活動することのやりがいや大変なことなど
を率直に話してもらいました。

　消防団って大変そう、どんな感じなんだろう――。消防団に関心が
あっても不安な方は多いのではないでしょうか。
　今回、３人の消防団員に活動することのやりがいや大変なことなど
を率直に話してもらいました。

消
防
団
の
活
動
紹
介

か
け
が
え
の
な
い
存
在

　　
消
防
団
は
災
害
か
ら
地
域
を
守

る
た
め
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
、

日
頃
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
消
防
団
が
行
う
訓
練
や
点
検
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
私
た
ち
の
命

や
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
大
切
な

備
え
で
す
。
市
消
防
団
消
防
操
法

大
会
は
、
災
害
時
に
連
携
し
、
迅

速
に
活
動
す
る
た
め
の
訓
練
の
成

果
を
競
う
場
で
す
。
祭
り
や
と
ん

ど
な
ど
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
は
、

消
防
団
の
本
来
の
任
務
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
域
貢
献
と
し
て
続

け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
行
事
の
場

で
地
域
住
民
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
協
力
し
合
え
る
関
係
が
築

け
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
、
団
員
に
と

っ
て
楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
地
域
の
安
全
は
誰
か
が
支
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
消
防
団

は
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
地
域

の
「
当
た
り
前
」
を
守
っ
て
く
れ

る
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

まちを支える団員に聞いてみようまちを支える団員に聞いてみよう

　
消
防
団
で
は
、
団
員
の
負
担
軽

減
と
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
毎
年
開

催
し
て
い
た
市
消
防
団
消
防
操
法

大
会
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
２
年

に
１
回
へ
と
見
直
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、
大
会
に
向
け
た
練
習

は
分
団
大
会
の
１
ヵ
月
前
か
ら
、

一
回
２
時
間
程
度
で
回
数
は
お
お

む
ね
10
回
と
定
め
、
負
担
を
軽
減
。

私
生
活
や
仕
事
と
の
両
立
が
し
や

す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
操
法
大
会

に
家
族
が
応
援
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
席
を
設
置
。
子
ど
も
た
ち
も
楽

し
め
る
よ
う
、
西
脇
消
防
署
の
消

防
車
両
の
展
示
や
防
火
服
の
着
衣

体
験
な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
団
員
の
思
い
を
活
動

に
生
か
す
た
め
、
昨
年
度
か
ら
団

員
と
団
幹
部
に
よ
る
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
時
代
に
応
じ
て
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

よ
り
活
動
し
や
す
い
消
防
団
の
環

境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

進
む
改
革

進
む
改
革

活
動
回
数
の
軽
減

活
動
し
や
す
い
環
境
を
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おうちで子育て中でも、園を利用できます

▶利用時間・利用料金
　月10時間まで（２時間30分／回を
毎週）、料金は各施設で設定
※園によって、受け入れ年齢、曜
　日、時間が異なります。詳しく
　は市ホームページで。
▶申請・問合せ
　幼保連携課（市役所内線1162）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
開
始

　４月から、在宅で子育てをしてい
る世帯のお子さんが、保護者の働き
方に関係なく、認定こども園などを
利用できるようになります。
　同じ年頃の子どもたちと遊び、集
団の中で過ごすことで、家庭だけで
は得られない経験を重ね、子どもの
健やかな育ちを支えます。
　また、保護者は保育士に日頃の子
育ての悩みや不安を相談することも
できます。利用の流れなど詳しくは
市ホームページをご覧ください。
▶対象（①②いずれも該当する方）
　①生後６ヵ月～満３歳未満
　②こども園などに在籍していない

春から

　市では、広報紙やホームページ、防災行政無線、メール、ＳＮＳなど、さまざまな
ツールで最新の情報が届くよう、誰もが理解しやすいような情報発信に努めています。
情報は目で見たり耳で聴いたり、さまざまな形で受け取ることができます。
▶問合せ　秘書広報課（市役所内線3051）

市からの大切な情報は伝わっていますか

誰にもやさしい広報に取り組んでいます

広報にしわき＝ＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを採用
防災行政無線＝メールでも配信
ホームページ＝やさしい日本語のページの公開、多言語に対応

広報にしわき、議会だより＝声の広報グループやカナリヤ友の
会の皆さんが情報を音声で伝えています。詳しくは社会福祉協
議会（☎22-5400）へ。
防災行政無線＝音声で配信
ホームページ＝音声読み上げに対応

目で見る
主な情報

耳で聴く
主な情報

・・・・・・・

６広報にしわき　令和8年3月号広報にしわき　令和8年3月号７

縁の下で支える誇り

市消防団市消防団

藤原　久和藤原　久和

　消防団は地域の皆さんにと
って日常ではあまり認識され
ない存在かもしれませんが、
火災や災害が起きたときには
地域の安全を守るため迅速に
行動する、なくてはならない
組織です。また、地域行事の
警備、交通誘導など、さまざ
まな場面で皆さんが安心して
過ごせるよう活動しています。
目立たず縁の下の力持ちとな
り、被害の拡大を防ぐことが
私たちの最大の使命です。
　団員が現場で見せる「地域
を守る」という強い思いは、
多くの人に安心感を与えてい
ます。私はその思いに深く感
謝しています。また、活動に
理解と協力をし、支えてくれ

　消防団は地域の皆さんにと
って日常ではあまり認識され
ない存在かもしれませんが、
火災や災害が起きたときには
地域の安全を守るため迅速に
行動する、なくてはならない
組織です。また、地域行事の
警備、交通誘導など、さまざ
まな場面で皆さんが安心して
過ごせるよう活動しています。
目立たず縁の下の力持ちとな
り、被害の拡大を防ぐことが
私たちの最大の使命です。
　団員が現場で見せる「地域
を守る」という強い思いは、
多くの人に安心感を与えてい
ます。私はその思いに深く感
謝しています。また、活動に
理解と協力をし、支えてくれ

　消防団は地域の皆さんにと
って日常ではあまり認識され
ない存在かもしれませんが、
火災や災害が起きたときには
地域の安全を守るため迅速に
行動する、なくてはならない
組織です。また、地域行事の
警備、交通誘導など、さまざ
まな場面で皆さんが安心して
過ごせるよう活動しています。
目立たず縁の下の力持ちとな
り、被害の拡大を防ぐことが
私たちの最大の使命です。
　団員が現場で見せる「地域
を守る」という強い思いは、
多くの人に安心感を与えてい
ます。私はその思いに深く感
謝しています。また、活動に
理解と協力をし、支えてくれ

ている団員の家族や関係者に
も感謝の気持ちが尽きません。
　人口減少が進んでも災害が
減ることはないでしょう。団
員数が多いほど助けられる人
も増え、より地域を守ること
ができます。力を貸してくだ
さる人がいれば、本当にあり
がたいです。仲間とともに、
まちを支えていきましょう。

ている団員の家族や関係者に
も感謝の気持ちが尽きません。
　人口減少が進んでも災害が
減ることはないでしょう。団
員数が多いほど助けられる人
も増え、より地域を守ること
ができます。力を貸してくだ
さる人がいれば、本当にあり
がたいです。仲間とともに、
まちを支えていきましょう。

ている団員の家族や関係者に
も感謝の気持ちが尽きません。
　人口減少が進んでも災害が
減ることはないでしょう。団
員数が多いほど助けられる人
も増え、より地域を守ること
ができます。力を貸してくだ
さる人がいれば、本当にあり
がたいです。仲間とともに、
まちを支えていきましょう。

団長団長 さんさん

団団 長が語る―消防団への思い― 長が語る―消防団への思い―

　団員の多くは仕事を持つ人たち
です。職場や家族の理解と消防団
の方針から無理なく両立できます。

　風通しの良い組織づくりが進んで
います。共通の目的を持つ仲間と世
代を超え交流できることが魅力です。

　年額報酬や火災、風水害の災害
出動に応じた手当て、活動中の負
傷を補償する制度などがあります。

仕事とプライベートと
両立できる？

活動に対する報酬や手
当はある？

団員同士の雰囲気は
どんな感じ？

① ③②

西脇市消防団のQ&A

　消防団は、特別な経験や体力がなければ
できないものではありません。仕事や家庭
と両立しながら、仲間とともに地域の安心
を守る活動です。訓練や防災活動を通じて
得られるのは、知識や技術だけでなく、人

とのつながりとやりがいがあります。
　あなたの少しの勇気が、まちの未来を守
る力になります。まずは一歩踏み出してみ
ませんか。気軽にご連絡ください。
▶問合せ　防災安全課（市役所内線2011）

一緒にまちを支えませんか
団員になって
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